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大阪市エコボランティア活動報告書 （チーム活動版）   記録者氏名： 桝元慶子 ver.2 

日 時  2025 年  ５月  10 日（土） 10：00 〜 12：00 天候：晴 

場 所 湿地、２階交流スペース 
 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 ＆ 観察園全樹木調査  毎月第２土曜定例 

参加者 
 14 名 (うち子ども 2 名)    構成:  講師 2 名、（環境局 1 名） 
NTT 西日本関西支店 4 名、エコボラ 5 名（+子ども 2 名）、事務局   名 

講師名 鈴木真裕（大公大）、北川ちえこ*（エコボラの場合氏名に＊印をつける） 

内 容 生き物調査、標本作製、データ入力、（報告書作成） 毎木調査準備 

使用器材 

資材・道具 

（持参、借用等も含む）PC、大型モニタ、マイクロスコープ、調査用紙、たも網、金魚網、バケ
ツ、バット、タッパ、スポイト、エチルアルコール、バイアル瓶、ピンセット、古新聞紙、ラベル用中性
紙、ケント紙、クリアポケット、タックラベル、水性のり 

振り返り 

 

エコボラ通信に

掲載することが

あります。 

・綿講座と同時開催となり、事務局の急な欠席もあって、冒頭の報告時にパソコンが使用でき

なかったが、最後のまとめの際にマイクロスコープで観察するときには、間に合った。報告の画面

や、調査用紙のプリントアウトは、りんくう北中さんにお願いし、対応していただいた。 

・水の濁りは気にならない程度に澄んでいて、緑色の藻が見られたので採集し、接合藻類のホ

シミドロ属（未同定）と思われた。また、シャジクモ属も見られた。 

・隣のハンゲショウの池には、いつもの雑種ガモがいたので、藻類は食べられるかもしれない。 

・隣の水田 B では、トノサマガエルが複数、鳴きかわしていた。 

・もんどりは、干しシイタケ：スジエビ１匹。鰹節：収穫なし。アメリカザリガニは、すくいとりで 1

匹、駆除 27 匹だった。久しぶりに 50 匹を下回った。 

・大阪府の準絶滅危惧種カワヂシャが出てきた。また消えたと思われたタガラシも咲いた。 

・雑木林内に風船が落ちていたので、拾い上げると、花の種（種類は不明）がついていて、市内の

小学校の記念イベントでリリースされたものであることがわかった。種子の入った袋は、濡れると溶け

る素材で、かろうじて残っていた。人為的に園芸品の種子を、場所を選ばず飛散させる行為は、厳

に慎まれるべき。もし発芽したとしても雑木林では園芸品種は抜き取るものであり、ゴム風船も札も

迷惑な廃棄物でしかない。小学生の児童らにこのような行為をさせるのは、環境教育にはならない

ことを、指導者は認識してもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局への 

伝達事項 

次回案内等 

★樹木ラベルの追加製作のため、ラミネータを借りたいので、次回に準備をお願いしたい。 

（ラミネートフィルムは用意できている） 
 

スタッフ氏名 活動内容 参加者氏名 活動内容 

竹原秀樹 植物調査 （北川ちえこ） 植物調査 

西田敏子 植物調査 （鈴木真裕） 動物調査 

中谷憲一 動物調査 （環境局 諸岡） 樹木調査、連絡調整 

鈴川博司 アケビの除去 NTT 西日本 4 名 植物調査,動物調査,樹木調査 

桝元慶子 植物調査,樹木調査補助   

田中伸二 子ども２名 動物調査   

いずれかに○→（○）裏面に図面、写真等を添付した  （  ）裏面なし （  ）詳細はファイルで提出 
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日 時 2025 年 5 月 10 日（土） 記録者 桝元慶子 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 
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